
》

賓
問
】
子
ど
も
が
東
昂
の
大
学
に
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
倭
証
の
変
更
手
誓
は
必
要

で
し
ょ
、
号
。

れ
の
場
合
も
、
手
誓
は
各
保

.
条
馨
が
行
い
ま
す
。
ご
加
入
の

保
険
者
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
こ
で
器
さ
ん
に
お
願
い

露
歳
主
婦
)

で
す
。
遠
語
れ
る
子
ど
も
さ

し
た
場
貪
届
け
出
を
し
て
特
ん
に
、
以
下
の
よ
、
忌
保
険
証

Y

拳
葆
器
の
釜
必
琴
七
一
昶
"
駿
註
、
で
3
託
私
訟
畷
直
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【
回
答
】
保
険
証
は
従
来
の

ニ
"
一
1
 
旦
保
誓
届
け
出
忘
れ
ず
に

2
5
 
れ
て
暮
子
場
合
、
申
1

こ
の
時
期
は
就
職
や
転
勤
な

市
将
国
保
な
ど
)
が
多
く
な

ど
で
資
格
の
変
更
が
多
い
時

つ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
饗
で

成
は
遠
方
に
住
む
家
族
の
た
め

期
で
す
。
変
更
が
あ
る
場
合
は

あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
使
っ
こ
と
が

平
に
「
遠
隔
地
被
倭
者
証
」
や

手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

で
き
特
別
な
力
ー
ド
を
発
行

量
用
「
マ
ル
学
証
」
と
い
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
己

し
て
も
ら
?
必
要
は
あ
り
ま
せ

特
別
な
俊
証
を
別
に
発
行
し

な
い
と
、
病
気
の
と
き
に
俊

ん
。

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

証
が
使
え
ず
、
慌
て
る
こ
と
に

た
だ
し
、
市
将
国
保
に
お

0
 
た
。

な
り
ま
す
。
一
方
、
退
職
な
ど

い
て
は
、
親
の
發
を
受
け
て

現
在
は
家
族
一
人
一
人
に
力

で
資
猛
失
し
た
倭
証
は
必

い
る
人
が
修
学
ま
た
は
施
設
入

《
ー
ド
饗
の
倭
証
を
発
行
し

ず
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず

園
・
所
の
た
め
に
住
所
を
異
動

て
い
る
保
険
責
協
会
け
ん
ぽ

①
受
芋
る
と
き
は
必
環

険
証
を
窓
口
に
提
出
す
る

②
倭
証
の
貸
し
借
り
は
絶

対
に
し
な
い

③
万
が
一
な
く
し
た
場
合
は

速
や
か
に
連
絡
を
す
る

璽
父
通
事
怒
け
ん
か
な
ど

第
三
嘉
害
行
為
に
は
倭
証

が
使
え
な
い
場
合
が
あ
る

⑤
柔
道
整
復
師
に
ょ
る
療
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、
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^
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ゞ
.
ご
.
壁
ハ
ニ
ル
'
ゞ
だ
.

し
二
写
ミ
叉
.
券
姦
辻
ミ
.
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〆
^
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翻
で
共
イ
之
警
、
.
、
^
一
^
卸
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^
、
.
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金
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U
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一
、
一
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ノ
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シ
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X
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」
心
メ
三
 
1
;
Ξ
一
"
み
゛
ー
,
?
,
一
゛

、
、
、

一
=

謡
司

乱

養
は
り
・
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
復
健
康

保
険
の
対
象
に
な
暴
い
場
合

が
あ
る
わ
が
国
の
医
療
の
隷
は
、

1
枚
の
倭
証
で
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
も
が
同
じ
よ
う

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
国
尾
1
度
で
す
。
高

暫
の
増
加
、
医
療
の
高
度
化

な
ど
に
伴
い
医
發
の
自
然
増

加
が
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
に
、
経
済
は
沈
滞
し
国
家
財

政
に
余
裕
は
あ
呈
せ
ん
。
い

ー
ー
の
健
康
俊
1
字

と
な
り
、
存
蕪
危
う
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
る
わ
が
国
の
医
療

衡
度
の
制
度
を
堅
持
す
る

た
め
国
民
一
人
一
人
が
そ
の

す
ば
ら
し
さ
を
理
解
し
、

証
を
正
し
く
使
っ
こ
と
が
大
切

(
県
医
師
会
)

で
す
。

閏

二
一

正しく使うことが大切

この・1、^π。臂菱'、ど、:岩・そ・咲
般の質問にお同え

望の方は知りたい内容を分かりやすくまとめ
崎市茂里町3の1、長崎新聞社生活文イヒ音隣医
イ系までお送りください。不明な点をお聞きする
のでイ主所、氏名、年齢、,陛別、電Ξ舌番号を明言己
よお、直接本人ヘの回答はいたしません。
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会が医療痢」度全
します。質問希
〒852-8601、

療拘」度Q&AJ
あります場合カマ
ナごさい。してく
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